
　
環
境
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
で

あ
る
ホ
タ
ル
の
生
息
域
が

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
近

い
将
来
ホ
タ
ル
の
姿
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
く
な
る
と
危

惧
す
る
。
本
町
の
姿
勢
を
問

う
。

　
　
ホ
タ
ル
生
息
域
の
減
少

の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考

え
る
か
。

　
　
　
土
地
改
良
等
に
よ
り

湿
田
か
ら
耕
作
期
間
を
除
き

絶
え
ず
田
面
に
水
が
な
い
乾

田
へ
と
水
田
の
形
態
が
変
化

し
、
ホ
タ
ル
や
エ
サ
の
巻
貝

類
の
生
育
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
る
。

ま
た
、
夜
間
の
自
動
車
の
ラ

イ
ト
や
街
路
灯
、
商
店
な
ど

の
照
明
の
増
加
も
影
響
し
生

息
域
が
狭
く
な
っ
て
い
る
と

考
え
る
。

　
　
ホ
タ
ル
の
生
息
域
の
保

護
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。

　
　
　
生
息
域
の
保
護
は
行

っ
て
い
な
い
が
、
環
境
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
自
然
環

境
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う

か
を
ホ
タ
ル
分
布
調
査
で
調

査
し
て
い
る
。
河
川
の
法
面

や
水
田
付
近
の
草
の
中
で
休

憩
や
求
愛
活
動
を
行
う
時
期

に
、
草
を
で
き
る
限
り
燃
や

さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
や

ホ
タ
ル
の
幼
虫
や
エ
サ
の
巻

貝
類
等
へ
の
影
響
を
抑
え
る

た
め
、
農
薬
や
除
草
剤
を
控

え
て
い
た
だ
く
な
ど
、
啓
発

に
努
め
る
。

　
　
ホ
タ
ル
飛
び
交
う
豊
か

な
自
然
を
守
る
た
め
の
施
策
。

　
　
　
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
の
調

査
研
究
、
町
内
の
全
小
中
学

校
で
の
ホ
タ
ル
の
生
息
分
布

調
査
な
ど
に
よ
り
命
と
環
境

保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い

る
。
ほ
た
る
サ
ミ
ッ
ト
で
は

自
然
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

そ
の
保
護
に
努
め
る
と
と
も

に
、
ホ
タ
ル
を
通
し
て
交
流

等
を
進
め
て
い
る
。

ホタル飛び交う豊かな自然を守る
農薬や除草剤を控えていただくよう啓発に努める

全ての人々への包摂的かつ公正な質の高い教育を
提供し、生涯学習の機会を促進する

質の高い教育をみんなに
包摂的で安全かつ強靭で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

住み続けられるまちづくりを

　
国
の
調
査
に
よ
る
と
、
中

学
校
の
約
25
人
に
１
人
が
不

登
校
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
子
ど
も
は
宝
で
あ
り
、

そ
の
未
来
を
閉
ざ
さ
な
い
た

め
の
対
応
。

　
　
不
登
校
児
童
生
徒
の
学

年
別
の
５
年
間
の
推
移
。

　
　
　
左
表
の
と
お
り
。

　
　
中
学
校
に
お
け
る
不
登

校
生
徒
の
、
要
因
別
の
人
数
。

　
　
　
令
和
４
年
１
月
現
在

で
体
調
不
良
や
精
神
不
安
で

登
校
で
き
ず
休
み
が
ち
な
生

徒
は
そ
れ
ぞ
れ
15
人
程
度
。

　
　
不
登
校
生
徒
の
進
路
。

　
　
　
個
人
の
特
定
や
偏
見

を
招
く
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

答
え
ら
れ
な
い
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
は

４
年
度
か
ら
配
置

問答問答

問答

　
　
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
の
配
置
に
よ
る
効
果
。

　
　
　
悩
み
を
聞
く
こ
と
で

学
校
に
通
え
て
い
る
子
ど
も

も
お
り
、
安
心
し
て
学
べ
る

環
境
を
作
る
の
に
欠
か
せ
な

い
存
在
。

　
　
本
町
の
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
す
る
支
援
推
進
事
業
。

　
　
　
適
応
指
導
教
室
「
コ

ス
モ
ス
」
を
設
置
し
て
い
る
。

ま
た
、「
い
じ
め
等
問
題
対

策
連
絡
協
議
会
」
を
開
催
し
、

関
係
機
関
に
よ
り
協
議
や
情

報
共
有
も
行
っ
て
い
る
。
家

族
の
理
解
や
地
域
の
方
々
の

サ
ポ
ー
ト
や
見
守
り
も
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問答

問答

問答問答

問答

山本　良輔 議員
（新風会）

不登校児童生徒学年別推移

平成28年度
小学校１年生
小学校２年生
小学校３年生
小学校４年生
小学校５年生
小学校６年生
中学校１年生
中学校２年生
中学校３年生

１人
１人
１人

６人
７人
５人

平成29年度
１人

１人
１人
１人
２人
６人
８人
６人

平成30年度

１人

１人
３人
１人
５人
10人
５人

令和元年度
１人

３人

４人
１人
11人
10人
11人

令和２年度
１人
１人
１人
６人
２人
５人
13人
19人
７人
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